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メディア情報学部の設置の趣旨等を記載した書類 
 
１．設置の趣旨及び必要性 

（１）文化情報学部の沿革とそれを取り巻く状況の変化 

ⱷ♦▫▪ ─ ≢№╢ │⁸ ₈ ─ ≤ ─ ₉⌐

╩ ≡⁸∕╣⌐ ∆╢ ≤⇔≡─₈ ⱷ♦▫◄▬♃₉כ─ ╩ ╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸

⁸ ╩ ≈ ≤⇔≡ ↕╣√⁹ ⌐│⁸▬fi♃כⱠ♇♩─ ⌂

⌐ ⇔⁸ ─☻♩♇◒─ ╩ ≢⁸ⱨ꜡כ─ ╩ⱷ♦▫▪ ≢ ℮═ↄ

⇔⁸ ⌐│ ⁸☻כ◖☻ⱦכ◘ ⱷ♦▫▪◖כ▪⁸☻כ♩ ☻כ◖☼Ⱪ▬◌כ▪

─ ▪▫♦⁸ⱷ⅜☻כ◖3 ⌐│ ⱷ♦▫▪◖⁸☻כ ♦◙▬fi◖כ☻─ ⅜☻כ◖2 ⅛

╣√⁹↓↓≢│⁸ ─☻♩♇◒≤ⱨ꜡כ─ ╩ ─▪♫꜡◓◖fi♥fi♠⅛╠ √⌂♦☺♃ꜟ

◖fi♥fi♠⌐ ╢╕≢ ™ ≤ ≢ ℮↓≤╩ ⇔≡™√⁹ 
⇔⅛⇔ ⁸ⱷ♦▫▪╛ ╩╘←╢ │ ⌐ ⌐ ⇔⁸♦☺♃ꜟ ╛⁸ ↄ ─

╛⁸▬fi♃כⱠ♇♩ ─ ⁸╕√⁸ ⅛╠ ה ⸗Ᵽ▬ꜟ

┼≤ ⅝ↄ ╡ ╦∫≡⅝≡™╢⁹↓↓≢│⁸ ╛ ⌂≥─◖fi♥fi♠╙⁸ ─

⁸ ─ ╩ ⅎ≡⁸▬fi♃כⱠ♇♩≤ ∆╢⌂≥─™╦╝╢₈◒꜡☻ⱷ♦▫▪₉≤™℮ ≢ ↕

╣╢ ⱷ♦▫▪ ─ ⅜ ⇔╟℮≤⇔≡™╢⁹ 
∆⌂╦∟⁸ ≤⇔≡⁸ ─ ⁸ꜝ☺○─ ⁸♥꜠ⱦ ─ ⌂≥⁸↓╣╕≢ ⌐

⇔≡⅝√ⱷ♦▫▪─ ⅜⁸♦☺♃ꜟ ≤▬fi♃כⱠ♇♩⌐╟∫≡ ≈⌐ ⇔╟℮≤∆╢ ≢⁸

↓╣╠╩ ⌐ ⅝ ∆╢◒꜡☻ⱷ♦▫▪─ ≤ ╩ ≈◖fi♥fi♠כ♃▬◄ꜞ◒ה⅜ ≤↕

╣≡™╢⁹ ╛ ⁸▪♬ⱷ╛◕כⱶ≤™∫√◖fi♥fi♠⅛╠◦ꜛ♇Ⱨfi◓⸗⁸ꜟכ ╕≢╙

╛⸗Ᵽ▬ꜟ╩ ⇔≡ ↕╣╢╟℮⌐⌂╡⁸◖fi♥fi♠כ♃▬◄ꜞ◒ה⌐│↓╣╕≢≤│ ⌂╢

≤ ⅜ ╘╠╣≡™╢⁹↓℮⇔√ ⌐⅔™≡│⁸♥꜠ⱦ╛ ⁸ ⁸ ⁸♦◙▬fi≤

™∫√ⱷ♦▫▪ ─ ⌐ ∆╢ ∞↑≢│⌂ↄ⁸ ⌐⅔™≡ ╛ ⌐ ╦

╢ ⌐╙ ─ ≤ ─ ⅜ ╘╠╣⁸∕╣╠╩ ∆╢ ≤ ∆╢ ⅜ ≤↕╣╢⁹ 
◒꜡☻ⱷ♦▫▪─ ╩ ⅎ≡™╢─│ ⌐ ⇔≡⅝√ ≢№╢⁹⇔√⅜∫≡⁸↓╣⌐

∆╢◖fi♥fi♠כ♃▬◄ꜞ◒ה╩ ∆╢⌐│⁸Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ≤ ╛☿◐ꜙꜞ♥▫ ─

≤ ⌐⅛⅛╦╢ ⅜ ╘╠╣╢ ≢⁸ ⁸◓ꜝⱨ▫♇◒☻⁸ ⁸ ה ⌂≥╩ ╗

╩♠fi♥fi◖הꜟ♃☺♦ ⁸ ⁸ Ⱪ⁸▬◌כ▪⁸ ∆╢√╘─ ≤ ╩ ⌐ ↑╢√╘

─ ╙ ≢№╢⁹ ⌐⁸ │♁ⱨ♩Ɽ꞉כ─ ≤™╦╣⁸∕─♁ⱨ♩Ɽ꞉כ─ ╩

⌂∆ ╩ ∆╢ ⁸ ⁸ │⁸ ─ ─ ╩ ∆╢

≤⇔≡⁸∕─ ה ≤™℮ ≢ ≢╙№╢⁹ ─ ה ה ≤™℮ ⅛╠╖╣

┌⁸₈ ₈ה₉ ₈הⱦ☻♩₉◐כ▪₈ה₉ ₉─ ⌐│ ≤↕╣╢

╛ ⌐ ↄ─ ⅜№╢⁹ ─ ⌐╟∫≡⁸↓╣╠ ─ │ ⌐ ∆╢≤

↕╣╢⁹ ה ☿fi♃⁸כ ⁸ ⁸ ⌂≥─ ה ─ ≤

─ ┘ ⌂ ⌐ ⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ ⌐⁸ ╛ ≢ ╠⅛⌐⌂∫

√≤⅔╡⁸ ─ │ ─ ≢№╢⁹ │╗╤╪─↓≤⁸ ⌐⅔™≡╙

⌂≥≢ ≢─ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹↓℮⇔√ ⌐ ≢⅝╢ ⅜ ╘╠╣╢⅜⁸

⌐⅔™≡ ⌐≈™≡ ∆╢ │ ╪≥⌂™ ≢№╢⁹∆⌂╦∟⁸☻♩♇◒≤⇔≡─

╩ ℮ ⁸ ⁸ ≤™∫√ ⌐≈™≡╙⁸∕╣∙╣⌐ ⁸Ᵽהꜟꜗ♅כ

Ⱶꜙכ☺▪ⱶ⁸♦☺♃ꜟכ▪ה◌▬Ⱪ☼⌂≥─ ≢∕─ ⅜ ╠╣╢≤ ⌐⁸↓╣╠ ─

╛∕─ ─₈ ₉┼─ ⅜ ╕∫≡⅔╡⁸↓╣⌐ ⇔√ ⅜ ╕╣≡™╢⁹ 
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（２）メディア情報学部の設置と目的 

↓─╟℮⌐⁸♦☺♃ꜟ ╩ √╢ ≤⇔≡ ⌐ ╩ ≢⅝╢ ╩ ⌐╙√╠∆

⌐ ⅎ≡⁸ⱷ♦▫▪─ ╩ ⇔⁸ ⱷ♦▫▪─ ⌐ ⇔⁸⅛≈ ─ ⌐ ℮

√⌂ⱷ♦▫▪─ ⌐╙ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ≈ ╩ ∆╢√╘⁸ⱷ♦▫▪ ╩ ה

─ ≤⇔⁸↓╣╩ ⌐ →∆╢↓≤≤∆╢⁹ ─ │ ╩☻כ◖─ ─ ╡

⌐ │ⱷ♦▫▪ ⌐ ∆╢⁹∆⌂╦∟⁸ ─☻כ◖☻ⱦכ◘ ℮ │⁸ ה ─

⌂ ⅜ ∕─╙─⅛╠ ─ ┼≤ ⇔√↓≤⌐╟╡⁸ⱷ♦▫▪ ≤⇔≡ ℮

⌐│╛╛ ⌂ ⅜№╢─≢⁸ ╩☻כ◖ ⇔⁸↓─ │ ─ ≤⇔≡ ⅎ ⇔≡

⌐ ∆╢↓≤≤∆╢⁹╕√⁸ ⱷ♦▫▪◖כ▪≥☻כ♩ ☻כ◖☼Ⱪ▬◌כ▪

─ ⌐≈™≡│⁸ⱷ♦▫▪╛ ╩ ┬ ≤⇔≡ ≢№╢─≢↓╣╩₈ ▪ה

⌐₉☻כ◖☼Ⱪ▬◌כ ⇔ⱷ♦▫▪ ⌐☻כ◖─ ⅎ╢⁹↓─╟℮⌐⇔≡ⱷ♦▫▪ │⁸

▪▫♦₈ⱷ∟╦⌂∆⁸☻כ◖ ₉⁸₈ ה ⱷ♦▫▪◖₉₈☻כ♦☺♃ꜟ♦◙▬fi

₉₈☻כ◖ ≢₉☻כ◖☼Ⱪ▬◌כ▪ה ∆╢╙─≤∆╢⁹ 
 

（３）どのような人材を育成するのか 

ⱷ♦▫▪ ⌐⅔™≡│⁸ ⌂ ─ ╩ⱬ⁸╠⅜⌂⇔⌐☻כⱴ☻ⱷ♦▫▪─

╛ ╩ ⌐ ╛ ─ ה ה ╩ ⇔⁸╕√⁸►▼Ⱪ♦◙▬fi╛ ⌂≥─♦☺♃

ꜟ ╩ ⇔⁸ ⇔™◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╩ ≢⅝╢ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╢⁹⌂⅔⁸

─ ╛◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ⌐ √∫≡│⁸ ⌐ ≤ ═≡⁸ ה ╩

╛⇔⁸↓╣╠╩ ⅛╠ ∆╢╟℮ ⇔≡⁸ ╛ ╩ ⌐ ↑╢─╖⌂╠∏⁸ ─≢⅝╢

╩ ∆╢╟℮⌂ ╩ ∆╢↓≤≤⇔√⁹ 
【映像・音響メディアコース】 

⁸│☻כ◖ ה ה ─ ≤ ╩ ⇔⁸ⱷ♦▫▪─ ≤ ╩ ≤

⌂≥⅛╠ ⌐ ┬↓≤─≢⅝╢ ה ⱷ♦▫▪◖כ☻≤⇔≡ ↑╠╣╢⁹↓↓≢│⁸

╛ ─┼כ♃▬◄ꜞ◒─ ╩ ╡ ↄ─╖⌂╠∏⁸ ↄ ⌐⅔↑╢ №╢ ╩

ↄ ⁸ №╢ ╩ ⌐ ∆╢ⱷ♦▫▪ꜞ♥ꜝ◦כ╩ ⌐ ↑⁸♦☺♃ꜟⱷ♦▬▪ ⌐№

∫≡ ↄ ⌐ ⅝≡™ↄ↓≤─≢⅝╢ ─ ╩ ∆⁹ 

【デジタルデザインコース】 

⁸│≢☻כ◖ ─ ┘♦☺♃ꜟ ─ ה ╩ ≢⅝╢ ─ ╩

≤⇔≡™╢⁹ ─ ≤⇔≡│⁸◖fi♥fi♠ ⁸◦☻♥ⱶ☼ה◄fi☺♬▪ ⁸ⱪ

꜡◓ꜝⱴ⁸כ♫▬◙♦ꜟ♃☺♦⁸כ ⌂≥╩ ⇔≡™╢⁹ 
【図書館・アーカイブズコース】 

⁸│≢☻כ◖ ה ☿fi♃⁸כ ⁸ ─╖⌂╠∏ ⌐╙ ⌂ ╩

∆╢⁹╕√⁸ ─ ≤⇔≡ ╛ ⁸ ─ ⅜ ≢№╡⁸∕─ ⁸

⁸ ⱨ□▬ꜞfi◓♦◙▬♫כ ⌂≥ ⌂ ╙ ⇔╛∆™⁹♦☺♃ꜟ

─ ⌂ ─ ≢⁸ ₁⌂ ─ ⁸ ⁸ ─ⱷ◌♬☼ⱶ⌂≥⌐≈™≡ ╩ ≈

─ ™ ╩ ⇔⁸♦☺♃ꜟ ╩ⱬכ☻⌐⇔√↓─╟℮⌂ ╩ ∆╢↓

≤⅜ ≢№╡⁸↓╣↓∕⁸ ─≥─╟℮⌂ ⌐⅔™≡╙ ≤∆╢ ≢№╢⁹ 

 

２．学部、学科等の特色 

ⱷ♦▫▪ ─ │⁸₈ ₉≤⇔≡─ ─ ⌐ ∆╢ ≤ ╩∕─ ≢№╢

⅛╠ ⇔⌂⅜╠⁸♦☺♃ꜟ ─ ⌐ ™ ⱷ♦▫▪─ ⅜ ╗ ⌐⅔™≡

∕─╙── ╡ ┘ ≤ ≤─▬fi♃כⱨ▼כ☻⌐≈™≡╙ ≤ ─ ⅛

╠ ╩ ℮ ⌐№╢⁹ 
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Ɽכ♁♫ꜟ◖fiⱧꜙכ♃⅜ ⌐ ⇔ ╘√─│ ≢№∫√⅜⁸↓╣⌐ ↑≡⁸♦☺

♃ꜟ ─ ⌐╟╡ ⱷ♦▫▪─ ⅜ ╗↓≤⁸ ⅜ ⌐ ↕╣ ₁ ─

╩ ⅛⌐ ⅎ╢ ─ ⅜ ∆╢↓≤╩ ⇔≡⁸ ⌐ │ ⇔√⁹↓─ ⅜

⌐ ⇔≡ ℮═⅝ │⁸♦☺♃ꜟ ╩ ⇔≡⁸₈ ₉≤ ↕╣╢ ⅜ ╖

⇔≡⅝√ ↓╣│ ─╟℮⌐ ⅜ ™∞⇔√ ╛ ⌂≥─ ╩╙ ╗ ╩

⇔⁸ ─ ╩ ⌐ ╘╢ ┘∕─ ╩ ∆╢ ⱷ♦▫◄▬♃כ ╩

∆╢↓≤≢№∫√⁹↓─ ─ │⁸ ≢╙╕∫√ↄ ╦∫≡™⌂™≥↓╤⅛⁸ ─

⅜ ⌂ ╩ ⅝ ↓⇔≡™╢╟℮⌂ ⌐ ╖≡⁸╗⇔╤∕─ │ ⌐╙ ⇔≡

╕∫≡™╢≤ ⅎ╢⁹ⱷ♦▫▪ │⁸∕─ ה ─ ≤⇔≡⁸ ⅜ ≢ ╘

≡ ⇔√ ⌐⅛⅛╦╢ ה ╩ ⅝ ←╙─≢№╡⁸↓╣⅜ ─ ≤⌂╢⁹ 
─╟℮⌐⁸ │⁸ ─ ⅜ ╗↓≤╩ ⇔≡™√⅜⁸∕─ ↕⌐≈™≡│⁸

∕⇔≡ ⅜╙√╠∆ ─ ⌐≈™≡│⁸ ≢⅝≡™⌂⅛∫√⁹ ⁸ ⁸

⌂≥─ ≢ ↕╣≡⅝√⁸№╢™│ ─╟℮⌂ ≢ ↕╣≡⅝√ │

⅛╠ ⌐♦☺♃ꜟ ↕╣⁸ⱴꜟ♅ⱷ♦▫▪≤™℮ ─╙≤≢ ⌐ ╦╣╢╟℮⌐⌂∫

√⁹↕╠⌐⁸♦☺♃ꜟ ⅜ ⇔⁸Ɽכ♁♫ꜟ◖fiⱧꜙכ♃╛▬fi♃כⱠ♇♩─ ⅜ ∆╢

≤⁸ ─ ⌐│⁸ ⅜ ╖ ⇔≡⅝√ ╩ ∆╢≤™℮™╦┌ ⌂ ⌐

ⅎ≡⁸ ≤⇔≡─ ╩ ∟℮╢ ╩ ╖ ∆≤™℮ ⌂ ⅜ ⌐⌂∫√⁹∕↓≢⁸

─ ≤ ☻♩♇◒ ⌐ ⅎ≡⁸∕─ ≤ ⱨ꜡כ ╩ ה ─ ≤∆╢√

╘⌐ ⌐ ↕╣√─⅜ⱷ♦▫▪ ≢№∫√⁹ 
─ ╩ ⅝ ™≢⁸↓╣╠─ ─ ╙ ⌐ ⅛╣≡⁸ ≤ ⌐≈

™≡│ ≢⁸ ≤ ⌐≈™≡│ⱷ♦▫▪ ≢ ╦╣≡⅝√⅜⁸↓─ │ ⌐

≢№╢≤│ ™ ™╙─≢№∫√⁹▬fi♃כⱠ♇♩─╟℮⌂ⱷ♦▫▪⅜ ₁─ ─ ⅎ ⌐

⌂ ╩╙√╠⇔⁸ ─ ה ≤ ה ≤│╙│╛ ─ ╩ ≈╟℮⌐⌂∫√√

╘≢№╢⁹√≤ⅎ┌⁸↓─ ≢↕╕↨╕⌂ ╩ ℮╟℮⌐⌂∫√₈Ⱪ꜡◓₉│⁸ ⌂

≢№╢│∏─₈►▼Ⱪ ⌐⅔↑╢ ₉ ה ≤™℮ ⅜∕─╕╕ ─ ה

⌐╙⌂╢≤™℮ ╩ ⇔≡™╢⁹↓─╟℮⌂ │⁸ⱷ♦▫▪⅜⁸ ⌐ ╩ ∆╢√╘─

≢│⌂ↄ⁸∕╣ ⅜ ─ ╡ ⌐ ∆╢ ≢№╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸

⅜♦☺♃ꜟ ⌐╟∫≡ ↕╣╢ ≢⁸ ╕≢╙⅜▬fi♃כⱠ♇♩⌐ ∆╢⌂≥

╩ ∆╢√╘─▬fi♃כⱨ▼כ☻│ ─ ╩√≥∫≡™╢⁹↓─╟℮⌂ ≢⁸ ─

≤│⁸∕╣ ⌐ ∆╢ ⌐≤≥╕╠∏⁸∕─ ⅜ ⌂ⱷ♦▫▪≢≥─╟℮⌐

↕╣╢⅛⌐╙⅛⅛╦╢ ⌐⌂∫≡™╢⁹ ─ ╩≤╡╕ↄ ─ ⌂ ⌐ ∆╢√

╘⌐⁸ⱷ♦▫▪ │ ─ ה ה ה ה ╩ ─╙─≤⇔≡ ה

∆╢√╘⌐ ≤⇔≡™╢⁹ ↓─₈ ₉≤│ ↕╣√ ⅜⁸ ╘≡ ≤⇔≡─ ╩

╘╠╣≡ ∆╢ ≤⁸ ─╟℮⌐∕─╕╕ √⌂ ─ ⌐⌂╢↓≤╩ ∆⁹ ╕√⁸

╩ ⌂ⱷ♦▫▪≢ ∆╢√╘─ ≤ ╩ ┬√╘⌐⁸ ה ╩ ╛⇔√∞↑

≢│⌂ↄ⁸ ─ ╢⅜√╕⌐☻כ◖ ╩ ┬√╘─₈ⱷ♦▫▪ ₉╩ ⇔⁸

⌂ ╩ ⌐≈↑√ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹↓╣╠│ ⌐│⌂⅛∫√ⱷ♦▫▪ ─

√⌂ ≢№╢⁹ 
 
３．学部、学科等の名称及び学位の名称 

│₈ⱷ♦▫▪ ₉⁸ │₈ⱷ♦▫▪ ₉≤⇔⁸₈ ⱷ♦▫▪ ₉

─ ╩ ∆╢⁹↓╣╠─ ┘ ≤∆╢ │⁸ ─╟℮⌐⁸ ה ─ ⅜

⅝ↄⱷ♦▫▪ ⌐⅛⅛╦╢↓≤≢№╡⁸ ─ ╙↓╣⌐ ℮╙─≢№╢⁹ 
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４．教育課程の編成の考え方及び特色 

（１）科目群、卒業要件等 

│ ≢⁸ │⁸ ⁸◐ꜗꜞ▪ ⁸ ⁸

⅛╠ ∫≡™╢⁹ ≤⇔≡⁸ ─♀Ⱶ♫כꜟ ╛ ה ╩ ↄ ⇔⁸ ⌐

∆╢↓≤⌂ↄ⁸ ⅛≈ ─ ─ ⅜ ≢⅝╢╟℮ ⇔≡™╢⁹ ─ ⁸

┘ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 
【基礎科目群】（１～４年次 ３４単位） 

≤ ⁸ ≤ ⁸ ≤ ⁸ ≤ ╢╟⌐ⱴכ♥√∫™≥ ┘∕─

≢№╢ ╩ ⅝⁸ ╦∑≡ ≤⇔≡™╢⁹ ⌐ ≤⇔

≡ ─ ╩ ╘╢⁹ │⁸ ≢№╢ ⌐ ⅎ≡⁸

╩ ≤∆╢⁹ 
【キャリア育成科目群】（１～４年次 １０単位） 

≤⇔≡ ⌂ ╩ ∆╢ ≢ ↕╣╢⁹↓↓≢│⁸ ↄ↓≤─ ⁸ ⌂≥

─ ≤⇔≡─ ⅎ⁸ⱴ♫⁸כ ─ ⁸ ─ ⌂≥╩ ⌐ ┬⁹▪►♩◐ꜗfiⱤ

▪▫♥Ⱳꜝfi⌂╕↨╕↕⁸≡⇔≥▫♦♃☻ה☻ ╩ ™⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ╛ ╩ ⌐

↑╢⁹ ⌂≥┼─▬fi♃כfi◦♇ⱪ≢│⁸ ↄ↓≤╩ ∆╢⁹ ≤™℮ ≢│⁸

⅛╠ ╡ ↑√ ─ ╩ ⇔≈≈ ─ ─ ╩ ╢╙─≢№╢⁹ 
【演習科目等】（１～４年次 １６単位） 

⌐│ ⌐╟╢ ≤⇔≡─○ꜞ◄fi♥כ◦ꜛfiה♀Ⱶ♫כꜟ╩ ∆╢⁹ ─

╛ ─ ⁸꜠ⱳכ♩─ ⅝ ⁸ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi ⌂≥╩ ┬≤≤╙⌐⁸ ─

╩ ╢⁹ ≡⇔≥☻כ◖⁸│ ⇔√ ⌐⅔™≡ ⌐ ⌂ ╩ ℮√╘

─ ≤ ≠↑╠╣≡⅔╡⁸↓╣⌐ⱪ꜠♀Ⱶ♫כꜟ⅜ ⇔≡™╢⁹ ⌐│♀Ⱶ♫כꜟз⁸

⌐│♀Ⱶ♫כꜟи⅜ ↕╣⁸ ─ ⌐ ⇔√ ╛ ╩ ⌐ ↑ ⌐ ┘≈

↑╢⁹ 
【専攻科目群】（１～４年次 ６４単位） 

│ ⅛╠ ─ ╩ ≤∆╢⁹ │⁸ ⅛╠─

╩☻כ◖ ∆╢√╘⌐ ⌂ ╩ ∆╢ ╩ ℮╙─≢№╡⁸ⱷ♦▫▪ ─

╩ ∆╢ⱷ♦▫▪ ≤⁸ ⌐☻כ◖ ∆╢ⱴ☻ⱷ♦▫▪ ⁸ ⁸
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５．教員組織の編成の考え方及び特色 
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６．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

（１）授業の方法、学生数の設定及び配当年次 
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映像・音響メディアコース履修モデル 

基礎 

科目 

文化情報社会史(2) 

コミュニケーション論(2) 

アニメーション文化論(2) 

社会学(4) 

◎健康・スポーツ実習(2) 

情報社会論(2) 

芸術文化論(2) 

映像文化論(2) 

インターネット Today(2) 

健康・スポーツ演習(4) 

  

20 

情報基

礎科目 

◎情報処理概論Ⅰ(2) 
情報処理概論Ⅱ(2) 
◎情報処理実習Ⅰ(1) 
情報処理実習Ⅱ(1) 

   

6 

必

修 

◎英語Ⅰ(2) 

◎英語Ⅱ(2) 

◎英語Ⅲ(2)   
6 

基
礎
科
目
群 

外

国

語

科

目 

自

由

選

択 

ドイツ語Ⅰ(2) 

ドイツ語Ⅱ(2) 

   

4 

キャリア 

育成科目 

キャリア基礎Ⅰ(2) 

キャリア基礎Ⅱ(2) 

キャリア発展Ⅰ(2) 

◎キャリアデザイン(2) 

インターンシップⅡ(2) 

 

 
10 

演習科目等 
オリエンテーション・ゼミナールⅠ(2) 

オリエンテーション・ゼミナールⅡ(2) 

プレゼミナールⅠ(2) 

プレゼミナールⅡ(2) 

ゼミナールⅠ(4) ゼミナールⅡ(4) 

卒業研究(4) 
20 

主専攻

基礎 

メディア情報概論(2) 

マスメディア論(2) 

   
4 

学
部
基
幹
科
目 

 音響制作実習(1) 
映像制作実習(1) 
ＣＭ制作論(2) 
情報処理実習Ⅲ(1) 
デジタル著作権論(2) 
デジタルフォト実習(1) 
メディアリテラシー(2) 
情報メディア倫理(2) 

  

12 

主

専

攻

基

幹

科

目 コ
ー
ス

基
礎 

 映像情報論(2) 
創作過程論(2) 
制作技術論(2) 

  
6 

主

専

攻

発

展

科

目 

映
像
・
音
響
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス 
  音響メディア論(2) 

映像メディア論(2) 
映像ストーリー論(2) 
映画作品研究(2) 
プリプロダクション演習(2) 
サウンドデザイン演習Ⅰ(2) 
ポストプロダクション演習(2) 
サウンドデザイン演習Ⅱ(2) 
応用情報処理実習Ⅰ(1) 
マルチメディア実習(1) 
情報表現論(2) 
アニメーション制作演習(2) 
アート・ドキュメンテーション(2) 
アート・マネジメント論(2) 
映像・音響アーカイブズ論(2) 

セキュリティ分析論(2) 

36 

専
攻
科
目
群 

メディア

情報応用

科目 

   クロスメディア論(2) 

映像演出論(2) 

ＣＭ制作研究(2) 
 

修得単位数 38 40 34 16 124 

◎印は必修科目 

科目群 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 単位数 
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デジタルデザインコース履修モデル 

 

基礎 

科目 

文化情報社会史(2) 

情報化社会論(2) 

情報科学(4) 

◎健康・スポーツ実習(2) 

言語学(2) 

アニメーション文化論(2) 

インターネット Today(2) 

論理学(4) 

健康・スポーツ演習(4) 

  

20 

情報基

礎科目 

◎情報処理概論Ⅰ(2) 

情報処理概論Ⅱ(2) 

◎情報処理実習Ⅰ(1) 

情報処理実習Ⅱ(1) 

プログラミング演習Ⅰ(2) 

   

6 

必

修 

◎英語Ⅰ(2) 

◎英語Ⅱ(2) 

◎英語Ⅲ(2)   
6 

基
礎
科
目
群 

外

国

語

科

目 

自

由

選

択 

フランス語Ⅰ(2) 

フランス語Ⅱ(2) 

   

4 

キャリア 

育成科目 

キャリア基礎Ⅰ(2) 

キャリア基礎Ⅱ(2) 

キャリア発展Ⅰ(2) 

◎キャリアデザイン(2) 

インターンシップⅡ(2)  
10 

演習科目等 
オリエンテーション・ゼミナールⅠ(2) 

オリエンテーション・ゼミナールⅡ(2) 

プレゼミナールⅠ(2) 

プレゼミナールⅡ(2) 

ゼミナールⅠ(4) ゼミナールⅡ(4) 

卒業研究(4) 
20 

主専攻

基礎 

メディア情報概論(2) 

情報管理概論(2) 

   
4 

学
部
基
幹
科
目 

 マルチメディア論(2) 

編集技術論(2) 

情報処理実習Ⅲ(1) 

情報処理実習Ⅳ(1) 

情報と数学(2) 

情報資料論(2) 

情報と経済(2) 

  

12 

主

専

攻

基

幹

科

目 コ
ー
ス

基
礎 

 情報システム論(2) 

グラフィックスデザイン論(2) 

アルゴリズム論(2) 

  

6 

主

専

攻

発

展

科

目 

デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

  サウンドスケープ(2) 

音楽情報処理演習(2) 

応用情報処理実習Ⅰ(1) 

応用情報処理実習Ⅱ(1) 

ネットワーク構築論(2) 

セキュリティ分析論(2) 

ソフトウェア制作論(2) 

情報メディア制作論(2) 

グラフィックスデザイン演習(2) 

ＤＴＰ演習(2) 

アニメーション制作演習(2) 

電子文書と記録管理(2) 

記録媒体保存論(2) 

デジタル・アーカイブズ演習(2) 

3ＤＣＧ演習(2) 

36 

専
攻
科
目
群 

メディア

情報応用

科目 

   インターネット構築論(2) 

情報関連専門職(2) 

情報セキュリティ論(2) 

デジタルコンテンツ制作演習Ⅰ(2) 

デジタルコンテンツ制作演習Ⅱ(2) 

 

修得単位数 38 42 32 20 124 

◎印は必修科目 
 

科目群 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 単位数 
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図書館・アーカイブズコース履修モデル 

基礎 

科目 

文化情報社会史(2) 

芸術文化論(2) 

比較文明論(2) 

文化人類学(4) 

◎健康・スポーツ実習(2) 

情報化社会論(2) 

言語学(2) 

コミュニケーション論(2) 

インターネット Today(2) 

健康・スポーツ演習(4) 

  

20 

情報基

礎科目 

◎情報処理概論Ⅰ(2) 

情報処理概論Ⅱ(2) 

◎情報処理実習Ⅰ(1) 

情報処理実習Ⅱ(1) 

   

6 

必

修 

◎英語Ⅰ(2) 

◎英語Ⅱ(2) 

◎英語Ⅲ(2)   
6 

基
礎
科
目
群 

外

国

語

科

目 

自

由

選

択 

中国語Ⅰ(2) 

中国語Ⅱ(2) 

   

4 

キャリア 

育成科目 

キャリア基礎Ⅰ(2) 

キャリア基礎Ⅱ(2) 

キャリア発展Ⅰ(2) 

◎キャリアデザイン(2) 

森林文化(2)  
10 

演習科目等 
オリエンテーション・ゼミナールⅠ(2) 

オリエンテーション・ゼミナールⅡ(2) 

プレゼミナールⅠ(2) 

プレゼミナールⅡ(2) 

ゼミナールⅠ(4) ゼミナールⅡ(4) 

卒業研究(4) 
20 

主専攻

基礎 

メディア情報概論(2) 

記録情報概論(2) 

   
4 

学
部
基
幹
科
目 

 情報と統計(2) 

情報検索実習(1) 

デジタルフォト実習(1) 

情報組織化論(2) 

都市と文化施設(2) 

メディア・アート論(2) 

社会と経済の歴史(2) 

  

12 
主

専

攻

基

幹

科

目 
コ
ー
ス
基
礎 

 図書館情報学(2) 

企業記録論(2) 

博物館概論(2) 

情報サービス論(2) 

  

6 

主

専

攻

発

展

科

目 

図
書
館
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス 
  図書館情報政策論(2) 

博物館情報学(2) 

電子文書と記録管理(2) 

ｱｰﾄ･ﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ(2) 

映像・音響ｱｰｶｲﾌﾞｽﾞ論(2) 

図書館･情報センター経営論(2) 

図書館サービス論(2) 

情報サービス論(2) 

アーカイブズ学(2) 

デジタル・アーカイブズ論(2) 

博物館資料論(2) 

アート・マネジメント論(2) 

情報サービス演習(2) 

記録媒体保存論(2) 

デジタル・アーカイブズ演習(2) 

36 

専
攻
科
目
群 

メディア

情報応用

科目 

   情報検索論(2) 

データベース設計論(2) 

歴史とコンピュータ(2) 

図書館情報システム演習(2) 

 

修得単位数 38 42 32 20 124 

◎印は必修科目 

科目群 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 単位数 
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７．施設、設備等の整備計画 
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８．入学者選抜の概要 

（１）入学者受け入れ方針と大学の理念・目的・教育目標 
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（２）入学者受け入れ方針と多様な入学者選抜方法 

①推薦入試 

(ⅰ)指定校推薦入試 

⅜ ≢ ┬⌐ ╢ ⌂ ╩ ⇔⁸ ╙ ≢№╢≤∆╢ ─ ╩

∆╢ ≢№╢⁹ ┼─ ⅜ ↄ⁸ ─ ה ⌐ ⇔≡™╢≤

⅜ ⇔√ ╩ ≤⇔≡⁸ ≢ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹↓─ ⅜ ∆─│⁸

╩ ≤∆╢ ─ ≢№╡⁸↓╣⌐╟╡ ─ ─ ⌐ ≠™√ ⌐

⌂ ─ ⅜ ≤⌂╢⁹ 
─ │⁸ ─ ╩ ≡⁸ ≢ ↕╣╢⁹ │⁸ ─

⌐ ╩ ∆╢ ╩ ≤∆╢√╘⁸ ⌐ ─ ⅜№╢ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹ 
(ⅱ)公募制推薦入試 

≢│⁸ ─ ─ ≢⁸ ┼─ ─ ™ ─ ╩ ≤∆
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╢⁹╕√⁸ ≢ ╩ ╠╣⌂⅛∫√ ╙ ↑ ╣≡™╢⁹ 
≤ ⁸ ≢ ┬⌐ ╢ ⌂ ⅜№╡⁸ ┼─ ™ ╩ ≈

╩ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ ╛ ─ ╩ ⌐⇔≡⁸ ⌂ ╩ ℮╟℮⌐

∆╢⁹ 
(ⅲ)スポーツ推薦入試 

☻ⱳכ♠⌐ ≢√ │⁸ ⇔™ ⌐ ⅎ ↄ ⁸ ╩ ⇔╟℮≤∆╢ ™

⁸ ─≥כⱨ◊꜡꞉≥כ♄כꜞ┌╣№≢ ⌂ ─ ╩ ∟⁸╕√ ╩

≤∆╢ ╩ ™≡™╢⁹ 
╕√⁸ ≢─ ™ ─ │⁸ ─╖⌂╠∏⁸ ⌐ ┼─ ה╡ ╩╙

√╠∆↓≤⅜ ↕╣╢⁹ 
②自己ＰＲ方式入試 

│⁸ ─ ≢№╡⁸ ─ ה ⌐ ╩ ≡⁸ ─

─ ≢│ ⇔⅜√™ ╩ ∕℮≤∆╢ ≢№╢⁹ │⁸ PR PR
─ ╩ ∆╢╙─╛⁸ ⅜ ─ ╛ ⁸ ⌂≥╩ ∆√╘─╙─≢№╢⁹

╩ ⌐⇔≡⁸ ≤ PR ≤≢⁸ ה ╩ ∆╢⁹ │⁸∕─ ה ─

⌐ ≠™≡ ╦╣╢⁹ ─ ה ⌐≈™≡─ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─

│ ≤⇔⌂™⁹╕√⁸ ─ ╙⌂™⁹ 
PR │⁸ ⁸☻ⱳכ♠ ─ ⁸ ⌂≥─ ⁸Ⱳꜝfi♥▫▪ ⁸ ⁸

꜠ⱳ⁸≤⌂♩כ ≢№╢⁹ 
③ＡＯ入試 

│⁸ ⌐ ∆╢ ─ ™ ╩ ∕℮≤∆╢ ≢№╢⁹ │ ⅜

⌐ ℮◘ⱴכ◒☻כꜟ │ ⌐ ⌐ꜟכ◒☻ⱶ♃כ○℮ ⇔ ꜠ⱳכ♩╩ ∆╢⁹

│ ↕╣√꜠ⱳכ♩╩ ⇔ ╩ ∆⅜⁸ ⌐ ↕╣√꜠ⱳכ♩│ ↕╣╢⁹

╩ √ │ ≤⌂╢⁹ ⌐│꜠ⱳכ♩╩ ∆╢⁹ │ ≤꜠ⱳכ

♩ ≢ ℮⁹ 

④一般入試 

─ │⁸ ₁─ ─ ─ ╩ ∆╢ ╩ ℮√╘⁸∕╣∙╣─ ≢

⌂∫√ ╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹↓╣⌐╟╡⁸ ⌂ ה ╩ ≈ ╩ ∆╢

↓≤⅜ ≤⌂╢≤ ⅎ≡™╢⁹ 
☿fi♃כ ≢│⁸ ─ ╩ ╟╡╙ ⅝ↄ →√ ≢№╡⁸

⌂ ה ╩ ≈ ╩ ∆╢↓≤╩ ⇔≡™╢⁹☿fi♃כ ≢│⁸ ≤ ≤

─ ─℮∟⁸ⱬ☻♩ ─ ≢ ╩ ℮╟℮⌐⇔⁸ ⌂ ╩ ≈

─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 
⑤特別入試 

(ⅰ)社会人入試 

─ ⁸ ╩ ⇔≡ ∆╢ ≢№╢⁹ ≤─ ╦╡─ ≢⁸

≢│ ╠╣⌂™ ╩ ⇔≡ ≢ ┬ ╩ √⌐ ∫√ │⁸ ≤ ≤─ ─ ≢

╩∆╢↓≤┼─ ⅜ ™⁹ ┬↓≤─ ╩ ℮ ─ │⁸ ─ ─ ┘─ ⌐

╙ ╩ ╓∆≤ ⅎ╠╣╢⁹ 
(ⅱ)帰国生入試 

─ ─ ╩ ⇔≡ ∆╢ ≢№╢⁹ ⌂ ≢│ ⅜ ⅝⌐ↄ™

─ │⁸ ≢ ╘≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ⌐╟╢ ⌐│⁸ ─

╩ ─ ⌐ ∟ ╗⅝∫⅛↑╩ ╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹ 
(ⅲ)外国人留学生入試 
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╩ ∆╢ ≢№╢ ╩ ┘─₈ ₉⌐ ⅎ╢↓≤╩ ≤⇔≡ ↕╣≡™

╢⁹ ⌐╟╢ ⌐│⁸ ─ ─ ╩ →╢↓≤≤ ∑≡⁸ ⌐ ╪∞

─ ─ ⌂╢ ╩ ⅝ ↓∆≤™℮ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 
 

（３）入試実施体制 

╩ ⅛≈ ⌐ ℮√╘⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ≤⇔≡⁸

⅜ ה ⌐ ┘№™ ∆╢╟℮⌐⌂∫≡™╢⁹ 
①入試制度委員会 

─ ─ ┘⌐ ─ ┘ ⌐ ∆╢ ⁸∕─

⌐ ∆╢ ╩ ה ∆╢⁹ ≢№╢ ─ ⌐⁸ ⁸ ┘ ⁸

⁸ ╠⌐╟╡ ↕╣╢⁹╕√⁸ ─ ─ ╛ ⌂ ⌐≈™≡

│⁸ ≢ ╘ ↕╣⁸ ─ ≤ ─ ≤⅜ ↕╣╢╟℮⌐⌂∫≡™

╢⁹ 
②入試実施委員会 

ⅰ) ─ ┘ ⁸ⅱ) ─ ┘ ⁸ⅲ) ─ ⁸ⅳ)∕─
─ ⁸⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹ ╟╡ ↕╣√ ⅜ ≤⌂╡⁸

⁸ ⁸ ⅛╠ ↕╣√ ⁸ ⁸ ⅛

╠ ↕╣╢⁹ 
③問題小委員会 

─ ⌐ ⅛╣⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ℮⁹ ≤⌂╢

⅜ ≤⌂╡⁸ ⁸ ↔≤─ ─ⱪכꜟ◓ ┘ ⅛╠

↕╣╢⁹ ─ │ⱪכꜟ◓ ─ ⅛╠⌂╢⅜⁸ ≤⇔≡⁸ ─

─ ≤ ╩ ↄ⁹│™∏╣⅛─ ─ ≤⌂╢⁹ ⌐ ⅛╠ ⇔√

╙ ╕╣╢⁹ 
④大学入試センター試験実施委員会 

☿fi♃כ ╩ ⌐ ∆╢√╘⌐ ⅛╣≡™╢⁹ ⁸ ⁸ ⁸

⅛╠ ⅜ ⇔√ ⁸ ⁸ ┘ ⅛╠ ↕╣╢⁹

⅜ ≤⌂╡⁸ ─℮∟⅛╠ ⌐╟∫≡ ↕╣√ ⅜ ⌂ ≤⇔≡

⌂ ╩ ∆╢⁹ 
⑤各学部入試委員会 

ⅰ) ─ ─ ⁸ⅱ) ⁸ⅲ) ⁸ⅳ)
⁸ы)∕─ ─ ⌐ ⌂ ⁸⌐ ∆╢ ╩ ∆╢⁹

⁸ ⁸ ⅛╠ ↕╣√ ⁸ ⅛╠ ↕╣╢⁹ 
 

（４）科目等履修生 

│⁸ ─ ⌐№∫≡⁸ ⅛⌂ ≤ ⇔™ ╩ ⌐ ↑√™≤™℮ ─

╛ ─ ⌐ ⅎ⁸ ≤⇔≡ ─ ╩ ∆╢↓≤╩ ⌐ ↑ ╣⁸ ↄ

╩ ∆╢ ╩≤∫≡™╢⁹ 
│⁸ ⅜⌂™ ╡ ↑ ╣╢⁹ ≤⇔≡⁸ ╛ ⌂≥│ ↑

⌂™⁹ 
≢⅝╢ │⁸ ≤⇔≡ ⁸ ⁸ ⌂≥─ ╩ ∫≡™╢ ≤

─ ─ │ │ ≤∆╢⁹ ≤⇔≡⁸ ─ ╩ ∆↓≤╩ ≤

⇔≡⅔╡⁸ ≤ ⌐ ╩ ↑⁸ ∆╢↓≤╩ ╘╢⁹ 
╕√⁸ ┼─ ╩ ≤⇔≡⁸ ≤ ⌐ ─ ⁸ ┘ ה ⌐
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│ ≤ ╩ ⌐∆╢⁹ 
⌐│⁸ ╩ ⇔⁸ ≤ ─ ≢⁸ⱷ♦▫▪☿fi♃כ─ ─

⇔ ⇔⁸ ♁ⱨ♩─ ⁸Ɽ♁◖fi ┘ ⱷכꜟ ─ ─ ╙ ↑╠╣╢⁹ 
 

９．資格取得 

≢ ≢⅝╢ ≤⇔≡│⁸ ⁸ ⁸ ┘ ₈ ₉

1 ⅜№╢⁹ ⌐ ⌐ ↕╣√ ┘ ≢│⁸ ∆

╢≤ ⌐ ⁸ ─ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ⅛╠│ ה ה

⌐╙ ⇔≡™╢⁹ │ ⌐⅔™≡ ⌐╟∫≡ ∆╢↓≤⅜

≢⅝╢⅜⁸ ≢│ ╩ ≤⇔≡™╢⁹ │⁸ ⌐⅔™≡ ⌐╟∫

≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⅜⁸ ≢│ ╩ ≤⇔≡™╢⁹↓─╟℮⌐⁸ ≢│⁸

─ ─ ┘ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 
≢│ ה ─ ⅜ ™╢⁹ ⁸ ─ ≢─

─ ה ─ ⅜ ╕╣≡™╢─⌐ ⇔⁸ ⌐ ─ ╛ ⌐ ∆╢

│∕─℮∟ ⌐≤≥╕∫≡™╢ ≢№╢⁹ ─ ╩ ∆╢ ⅜ ⌐ ⌂ↄ⁸

─ ה ≢│ ─ ≤⇔≡ ⅜ ↕╣╢ ─ ≢⁸ ─

⅜ ─ ⁸ ─ ≤⇔≡ ≢⅝╢ │ ╘≡ ⌂ↄ⁸↓─╟℮⌂ ╩

∞↑≢ ∆╢↓≤│ ≢№╢⁹⇔⅛⇔⁸ ╩ ≈ ─ ⌐│ ─ ╛

─ⱪ꜡≤⇔≡ ⇔√╡⁸ ─ ה ≤⇔≡ ⌐ ∆╢ │ ™⁹

⅛╠│ ≢ ⇔√ ┘ ⅜ ⌐⅔™≡ ⌐ ∫≡™╢≤─ ⅜ ∑╠╣

≡™╢⁹ ה ─ ה ה ┘ ╩ ╗ ╩כ◦ꜝ♥ꜞ ⌐ ⌐ ↑√

│↓╣⅛╠─ ╛ ╩ ↄ ⅝≡™ↄ↓≤⅜≢⅝╢≢№╤℮⁹╕√ ╠│↓╣

⅛╠─ ─ ⌂ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ 
⌐ ↕╣√ │⁸ ╖─ ╩ ≤⇔

╩ ∆╢↓≤≢ ≢⅝╢⁹ ─ ⌐ ∟⌂⅜╠ ─ ⁸ ה ⌂≥╩

℮ ≤⇔≡ ─ ⅜ ╕∫≡™╢⁹ ≢│ ╕≢ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 
≢│⁸ ⅛╠ ₈ 1 ₉⅜ ↕╣⁸ ─

╩ ∆ ⅜ ⌐ ∆╢ ┘ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢

↓≤≢⁸ ─ ⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂∫√⁹ ⅜ ⇔≡™╢⅜⁸ ⌐ ─ ⌐⌂

╢ │ ⌐ ⅞⌂™ ≢№╢⁹ ─ ─ ╩ ∆╢≤⁸ ─ ╩ ∆

│⁸ ─ ⌂╢ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹◖fiⱧꜙכ♃ ─ ⅜ ∆╢ ⁸

─ ╩ ⅎ╢↓≤─≢⅝╢ ┼─ ⅜ ╕∫≡⅔╡⁸ ≢╙ ₈ ₉

≤ ╩ ⌐ ∆╢ ⅜№╢⁹ ─ ─ ⌐≈™≡ⱨ◊꜡כ∆╢ ╩ ⇔

√™⁹ 
⁸ ה ⌐⅔↑╢ ╛ ╩ ∆╢ ⁸♦☺♃ꜟ ⁸♦

☺♃ꜟ ☼Ⱪ▬◌כ▪הꜟ♃☺♦⁸ ⌂≥ ≥☼כ♬ ⅜№╡⁸ ⁸ ה ─

≤♦☺♃ꜟ ╩ ⇔√ ⅛╠⁸ ה ─ ─ ╛ ☻כ◖ ה

⁸☻כ◖fi▬◙♦ꜟ♃☺♦⁸☻כ◖ ☻כ◖☼Ⱪ▬◌כ▪ה ≤ ≤─ ⌐╟╡⁸

╩ ⌐ ה ⌐☼כ♬╢╝╠№⁸⇔ ∆╢ ≤ ╩ ⌐ ↑⁸ ™ ≢ ≢⅝╢

╩ ≢⅝╢╟℮ ╘╢↓≤⌐⇔√™⁹ 
 

１０．企業実習や海外語学研修などの学外実習の具体的計画 

（１）インターシップ 

◐ꜗꜞ▪ ─℮∟⁸₈▬fi♃כfi◦♇ⱪ₉⌐⅔™≡│⁸ ╛ ≢─ ⅜
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≢⅝╢╒⅛⁸ ה ≢│⁸ ─ ⁸ ≤─ ⌐╟╡⁸ ≢─ ╩

⌐⇔√ ╩ ∫≡™╢⁹∕─╒⅛⁸₈ ₉₈╕∟≠ↄ╡ ₉₈Ⱳꜝfi♥▫▪ ₉ ─

⌐⅔™≡╙ ≢─ ⅜ ╦╣╢⁹╕√⁸ ─ ♀Ⱶ╛ ⌐⅔™≡╙ ⁸ ⁸

⁸ ─ ─ ╩ ╡ ╣≡™╢⁹ 
⌂⅔⁸ ╛ ≢│⁸∕╣∙╣ ⁸ ≢─ ⅜ ∑╠╣≡™╢╒⅛⁸

≢╙ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 
 

（２）海外語学研修 

⌐⅔↑╢ ┼─ ≤⇔≡⁸ ≢◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢⁹↓╣

│⁸ ⌂™⇔ ─ ⁸ ─ ╣√ ⅜ ∆╢ ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐

⅜ ⇔⁸ ╩ ┬≤≤╙⌐ ╩ ∆╢╙─≢№╢⁹ │⁸ ⌐ ─ ≤

╩ ™⁸ ╩╟╡ ⌐ ∆╢√╘─ ⇔√₈ ₉╩ ↑⁸∕─ ≢─

╩ ≡⁸₈ ₉ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

↓─ ─ │⁸ ≤ ╪≢ ╩ ⌐ ╣⁸ ╩ ╘⁸ ⅛

≈ ⌂ ╩ ⌡≡ ╦╣√⁹∕─ ⁸ ⅛╠ ⌐⅛↑≡ ⌐

╩ ⅎ⁸ ⌐│ ⌐⅔™≡ ↕╣≡™╢ ה ה ה ה ה ─

⌐⅔™≡ ⅜ ↑╠╣╢↓≤⌐⌂∫√⁹ ⌐ ⌐⅔™≡│ ╛ ⌐

╩ √∑╢√╘⁸ ─ ─ ≤ ⇔≡™╢⁹ ⁸ ─ ≤ ╩ ┘⁸ ↔≤⌐ ∟

╦∑╛ ╩ ⌡⁸ ⌐ ⅝ ™≢™╢⁹ 

〔海外語学研修先一覧〕 

開始年度 研修先・コース名／所在地 語学 

平成11年度 ウィーン大学「国際ドイツ語コース」／オーストリア共和国、ウィーン ドイツ語 

平成12年度 モナッシュ大学「短期英語研修」／オーストラリア連邦、ヴィクトリア州（実施時期：２月） 英語 

ロンドン大学UCL「夏季英語音声学コース」／英国、ロンドン（実施時期：８月） 英語 
平成13年度 

北京師範大学「短期語学研修」／中華人民共和国、北京 中国語 

セント・マイケル大学「夏期研修」／アメリカ合衆国、ヴァーモント州（実施時期：９月） 英語 
平成14年度 

パリ第四大学ソルボンヌ「フランス語・フランス文明講座」／フランス共和国、パリ フランス語 

サラマンカ大学「スペイン語・文化研修コース」／スペイン、サラマンカ スペイン語 
平成15年度 

延世大学「３週間短期課程」／大韓民国、ソウル 韓国語 

平成19年度 カリフォルニア州立大学イースト・ベイ校／アメリカ合衆国、カリフォルニア州ヘイワード 英語 

 

（３）海外の長期留学協定校 

₈ ₉│⁸ ╩ ⇔√ ≢№╢⅜⁸↓╣⌐ ⅎ≡⁸ ─ ─ ≤

╟╡ ™ ─ ≤⇔≡⁸ │ ─ ≢ ─ ┼─ ⅜ ↕╣≡

™╢⁹ ⌐│ ה ╛ ─ ╩ ∆╢╒⅛⁸ ─ ⌐≈™≡╙

⅛ↄ ╩ ™⁸ ─ ≤ ─ ⁸ ≢─ ╩ ─ ≤⇔≡ ∆╢

╩ ⅎ⁸ ⌂™⇔ ─ ╩⇔≡╙ ≤⇔≡ ≢ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹↓╣⌐╟

╡⁸ ≢ ─ ╩ ┼ ⌂™⇔ ╡ ∆ ─ ⅜ ∫≡⅝≡

™╢⁹ 

↓─ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⁸ ─ ≢№╡⁸ ─ ─ ╩ ╦∑

╢≤⁸ ⌐⅔↑╢ ה ─ │⁸ ╩ ⅎ╢ √∞⇔⁸ ≤

≢ ⇔≡™╢ ⅜ №╢√╘⁸ ≢│ ≤⌂╢⁹⁹ ⌐↓╣⌐ ⅎ≡⁸

─ ↑ ╣─╖╩ ∫≡™╢ ⅜ ( Ɫfi◦fiה ) ∆╢⁹ 
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↓╣╠ ┼ ∆╢ ─ │⁸ ⁸ ≢ ꜙⱵה♠▬♪

fiⱫfi ⁸ ה ⁸ ꜙ◦♇♫⸗ה ⁸∕─ ─ ≤ⱨꜝfi☻

≢ ≢№╢⁹ 

〔長期留学提携校一覧〕 

留学先 所在地 言語 形態 年次 人数 期間 開始年度 

セント・マイケル大学 米国ｳ゙ｧー ﾓﾝﾄ州コルェスター市 英語 派遣 2～4年次 若干名 4月～翌年3月 平成15年度 

ﾊﾜｲ･ﾊ ｼ゚ﾌｨｯｸ大学 米国ﾊﾜｲ州ﾎﾉﾙﾙ市 英語 交換 2～4年次 若干名 4月～翌年3月 平成18年度 

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州立大学ｲー ｽﾄ･ﾍ゙ ｲ校 米国ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ﾍｲﾜー ﾄ゙ 英語 派遣 2～4年次 若干名 4月～翌年3月 平成20年度 

ﾛﾝﾄ ﾝ゙大学（SOAS） 英国ﾛﾝﾄ゙ﾝ市 英語 派遣 3・4年次 若干名 4月～翌年3月 平成12年度 

バーミンガム大学 英国ﾊﾞー ﾐﾝｶ゙ﾑ市 英語 派遣 3・4年次 若干名 4月～翌年3月 平成12年度 

エセックス大学 英国ｺﾙﾁｪｽﾀー 市 英語 派遣 2～4年次 若干名 4月～翌年3月 平成12年度 

モナッシュ大学 豪州ｳﾞｨｸﾄﾘｱ州ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ市 英語 派遣 2～4年次 15名 8月～翌年2月 平成14年度 

ミュンヘン大学 ﾄ゙ｲﾂﾊｲ゙ｴﾙﾝ州ﾐｭﾝﾍﾝ市 ﾄ゙ｲﾂ語 交換 2～4年次 若干名 4月～翌年3月 平成13年度 

ｱﾝｼ ｪ゙･ｶﾄﾘｯｸ大学 ﾌﾗﾝｽｱﾝｼ゙ｪ市 ﾌﾗﾝｽ語 派遣 2～4年次 若干名 9月～翌年1月 平成15年度 

聊城大学 中国山東省聊城市 中国語 交換 2～4年次 若干名 4月～翌年3月 平成14年度 

延世大学 韓国ソウル特別市 韓国語 交換 2～4年次 若干名 4月～翌年3月 平成17年度 

 

１１．編入学定員の具体的計画 

 ─ │ ⅛╠─ ⅜ ⅛∫√⅜⁸ ⅛╠ ┼─ ⅜ ╗≤≤

╙⌐⁸ ⅛╠─ ⅜ ⌐ ⇔⁸ ╦∫≡ ⅛╠─ ⅜ ╩ ╘╢╟℮⌐⌂

∫≡™╢⁹ ⌐ ⇔≡™╢ │ ≢№╢⅜⁸ ─ⱪכꜟ◓ ה

הꜟⱬꜝ♩ה ╩ ╘≤⇔≡⁸ ─ ⌐╙ ⌐ ⇔⁸ ─♦☺♃ꜟ♦

◙▬fi◖כ☻≤─ ╩ ╘╢↓≤≢⁸ ⇔√ ⅜ ≢⅝╢╙─≤ ⅎ≡™╢⁹ 
 

１２．管理運営体制 

（１）学部の管理運営 

≢─ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ≤⇔⁸ ╩ ⌐ ╩ ∆╢

╩ ↄ⁹ ─ ╩ ℮─│⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ≢ ↕╣

╢ ≢№╢⁹ │⁸ ⇔ ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ↄ ⌐

√╢⁹ 

  

（２）教授会 

⌐≈™≡│⁸₈ ₉ ≢₈ ─ ⌐⁸ ╩ ↄ⁹₉↓≤╩ ⇔⁸

₈ │⁸ ∕─ ⌐ ∆╢ ⁸ ┘ ╩╙∫≡ ∆╢⁹₉≤⇔≡™╢⁹╕√⁸

─ ⌐≈™≡│⁸₈ ₉ ⌐ ╘╠╣╢≤⅔╡⁸ ─ ⅜ ≤⌂

∫≡™╢⁹ 
ᵑ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ∕─ ─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
ᵒ ─ ┘ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
ᵓ ─ ┘ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
ᵔ ─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
ᵕ ┘ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
ᵖ ─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
ᵗ ─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
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ᵘ │ ⅜ ⇔√ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
ᵙ∕─ ─ ⌂ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

│⁸╒╓ ≢ ↕╣⁸ ⌐ ╦╢ ⁸ ⌐ ╦╢ ⁸ ─

╛ ∆╢╙╤╙╤─ ⌂≥⌐≈™≡ ╩ ℮⁹∕↓≢ ה ↕╣√ ─ ⌐

⇔≡│⁸ ╩ ⌐ ⅜ ╩ ∫≡ ∆╢⁹ 
⌂⅔⁸ ─ ⅜⁸ │ ─ ─ ≤⌂╡⁸ ─ ≤ ╩

⌐ ℮≤ ⌐⁸ ≤ ╩≈⌂← ╩ √∆⁹ 

─ ≤⇔≡ ╩ ⇔⁸ ≢─ ─ ╩ ℮ ≤⇔≡⁸╕√ ─

─√╘ ∆╢ ⌂≥≤⇔≡ ∆╢ ≢№╢⁹ 
 
１３．自己点検・評価 

≢│⁸↓╣╕≢ ─ ה ╩ ∫≡™╢⁹ ─ ה │⁸

─ ─ ≢⁸ ─ ה ⅜ ≤⇔≡ ↕╣√ ⌐⁸ ─

╩ ⌐ ⅛╠ ╩ ⇔⁸ ⌐ ╩≤╡╕≤╘√⁹∕─ ≤ ⌐

≤ ─ ה ╩ ⇔√⅜⁸↓─ │≤╙⌐ ≤⇔√ ⅜ ↕╣⁸ ─∆

═≡─ ⌐≈™≡ ∫√╦↑≢│⌂⅛∫√⁹ 

∕─ ⁸ ⅜ ↕╣⁸ │ ⅛╠ ╩ ↑√ ⌐

╟╢ ╩ ↑╢↓≤⅜ ↑╠╣√⁹↓─ √⌂ ╖─ ≢ ⅛╠

≢ ה ⌐ ╡ ╖⁸ ⌐ ╩╕≤╘⁸ ╩ ↑√⁹ 

≤⇔≡─ ה ⅛╠⁸ ↕╣√ ┼─ ─ ─ ⌐│⁸

─ ╛ ⌂≥─ ─ ─☼כ♬ ╕╡⌐╟∫≡ ⌐ ╘╠╣╢ ⅜

⇔⁸↓╣╕≢ ⌐ ─ ─ ⅜ ╘╠╣╢╟℮⌐⌂∫√≤™℮ ⅜ ⇔≡™╢⁹ ─

⌐ ⇔≡⁸ ─ ─ ≤ ─ ⌐╟╢ ≤™℮ ⅝⌂ ╙ ⌐│№

╢⁹ 

↓─╟℮⌂ ⅜⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ─ ⇔↕─ ≤ ∫≡⁸ ↄ

⅜ ─ ⌐ ⌐╙╕⇔≡ ⌐╟╢ ╩ ∫≡⅔╡⁸ ╙╕√ ⁸ ╩ →≡↕

╕↨╕⌂ ⌐ ⇔≡™╢≤↓╤≢№╢⁹ ה │⁸↓╣╠─ ─ ╖╩ ╗

≢─ ─ ╩ ™ ∆≤≤╙⌐⁸№╠╝╢ ⌐╦√∫≡ ─ ⁸ ─ ╩ ∆

╢ ╩ ≈╙─⌐⌂∫√⁹ ≤⇔≡│⁸↓─ ה ╩⁸ ⌐ ─ ─√╘─╙─

≤⇔≡≢│⌂ↄ⁸ ─ ─√╘─ ≤⇔≡ ↑≡⅔╡⁸↓─ ╩ ─ ⌐

√∫≡ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ⅎ≡™ↄ ≢№╢⁹ 

│ ⌐ ≢№╢( ) ─ ⌐ ⇔≡™╢≤─ ╩

√⁹↓─ ┘ ה │⁸ ─ⱱכⱶⱭכ☺⌐ ⇔⁸⅛≈

⌐ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤⌐⇔≡™╢⁹ 

 


